
































































































































　記述データは、6 月 26 日および 7 月 17 日に実
施した読み聞かせ直後に「できたこと、できな
かったこと、できるようになりたいこと」を書く
ように指示した振り返りシート（6 月 26 日分は
― 3 ―
記述データ①、7 月 17 日分は記述データ②）、お
よび 400～600 語程度で授業の振り返りをまとめ
るようあらかじめ指示し、授業最終日の 7 月 24
日に回収したレポート（記述データ③）から収集
した。記述データ①の対象者は 34 名、記述デー




































































定はいずれも 4.0 ～4.2 で、英語で読むことに有
能感（1）が感じられている。事前の調査（2）では「英










































































































































































































































































　「感情（気持ち）を込めて読む」は、6 月 17 件、




























































重要性の認識が見られた項目 6 月 7 月 合計
感情（気持ち）を込めて読む 17 9 26
聞き手を意識して・目を見て読む 11 9 20
発音に注意し抑揚をつけて読む 8 11 19
スラスラ読む 9 6 15
ゆっくり・間をとって読む 10 1 11
内容理解 2 4 6
本の持ち方やページのめくり方 4 1 5
はっきり・大きな声で読む 3 1 4



















































































（ 1 ） 有能感とは、桜井（1997）によると、「自分は
できるんだ！」「自分はやろうと思えばできるん
だ！」という気持ちである。


















































































































め る こ と を 意
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ス ム ー ズ に
読めた
△もっとうまく






























○ た だ 文 字
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● 単 語 を 間
違えた
● 子 供 向 け
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● 緊 張 し
た
● 大 き な
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を 少 し 止



















な ど が 難 し
かった
○楽しく読
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○ 思 っ た
よ り 楽 し
かった
他の人が上手
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● 読 め て い た
単語が読めな
かった
● 絵 を 見
せ な が ら
話す のが














● 子 ど も 向







○ 子 ど も が
楽 し め る 空
気をつくった





































































































可 愛 く て 大 好 き な


































































































































































































なが ら 読 も う と 思 っ
た。
緊張したけど楽しく読
み聞かせることがで
きた。
資料 3　事例―コード・マトリクス（記述データ③）
